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講演4

タイの村落開発および

シリキット王妃プロジェクトにおける養蜂の役割

チュラロンコーン大学ミツバチ生物学研究所教授 シ リワ ッ ト ･ウ ォ ン シ リ

最初のスライド (図 1)はアユタヤ朝より前

の 1000年以上前に描かれたレリーフ画で,サ

ルが蜂 (コミツバチ)の巣を修行中のブッダに

捧げているところです.ミツバチと人とのつな

がりという中で今日の会にふさわしいものとし

てまず紹介いたします.これは2500年前にブ

ツダが修行していたときの故事に基づいて描か

れたものです.タイでは今でも一般の人たちが

仏門に入る僧侶にハチミツを捧げる習慣があり

ます.

シリキッ ト王妃プロジェク ト

シリキット王妃は今年 (2004年)72歳の

誕生日を迎えられたところです.王妃はいろい

ろな農業関係プロジェクトを推進されていて,

先ほどの梅谷さんの講演にもあったカイコ (義

秦)もその一つとして含まれています.

タイでは,他の国でも同様ですが,村落地域

では人口が増え,結果として森林が破壊されて

います.シリキット王妃は森林を守ろうという

ことでいろいろなプロジェクトを進めておられ

ています.貧しい農民に副業としてミツバチや

カイコを飼ってもらうことで,森林を守ること

ができるようになるからです.

このミツバチのプロジェクトは 15年ほど続

いています.私はこのプロジェクトには最初か

ら関わっていて,そのことを大変光栄に思って

います.

王妃にる植樹事業も機会ごとに行われていま

す.実際に木を植えることによって森を作るの

だということを農民に示しています.例えば,

実からお酒 (マッキン)を造ることができる植

物なども植えています.もちろんミツバチがそ

の花を利用してハチミツをつくることができる

ような植物を選択しています.

農民はプロジェクトの支援でトウモロコシや

野菜を作っていますが,そこでは殺虫剤などを

使わないで栽培しています.その代わりにニー

ムのような植物性の生物農薬を使っていて,ミ

ツバチへの影響がないようにしています.

チェンマイ市をベースにして,ミツバチのプ

ロジェクトは進められており,シリキット王妃

も毎年この地を訪れています.プロジェクトか

らはハチミツや花粉,ローヤルゼリーなどの生

産物を王妃に捧げています (図2).

ハチミツ

王宮で行われいるプロジェクト (チットラダ

王宮で行われているので,王宮名を冠して呼ぶ

こともあるが,演題のシリキット王妃プロジェ
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クトと同義.以下 ｢王宮プロジェクト｣)では,

地域の養蜂家から生産物の代表としてのハチミ

ツを買い上げて,彼らの生活を助けています.

図3は今日ここに出席 しておられる秋篠宮

殿下がご夫妻でチットラダ王宮にこのプロジェ

クトを訪ねてこられたときのものです.1992

年のことです.左側はシリントーン王女です.

王宮プロジェクトはミツバチだけではなく,

養魚や牛を飼ってミルクを得るなどいくつかの

施設があります.シリキット王妃は日本から現

天皇が40年前に送られたテラピアも好まれ,

現在ではタイ中にその養殖が広まっています.

過去 10年のタイのハチミツの輸出入表を図

4に示 します.2000年には,チェンマイで,

松香光夫教授や小田さんの援助もあって,アジ

ア養蜂研究協会の第 5回大会が開催されまし

たが,その直後から輸入量が増えています (図
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4上).同時に輸出量も増えていますが,国内

消費が増えたので,輸入量の方が増えています.

その下は大会の後の2年間の蜂ろうの輸出量

です.峰ろうも大変重要な生産物ですが,王宮

プロジェクトでも峰ろうが使われています.

昨年から王宮プロジェクトで500tのハチ

ミツを買い上げて,瓶詰めしたり,チューブ詰

めにして化粧品のように使えるものを作ってい

ます (図5).このハチミツの販売は一般の企

業と同じように競争力のあるものです.

ネスレ (タイ法人)はハチミツ入りミルクを

作っていて2,000tのハチミツを使っています.

ハチミツの売り上げは伸びていて,日本の企業

の方も投資をしてくるようになるでしょう.

図5
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ハチミツは,ライチーやロンガンのものが多

く,またヒマワリのハチミツも生産されていま

す.ハチミツはタイではウイスキーのビンのよ

うなものに入った形態で売られています.ギフ

ト用の化粧箱入りのものも出回っています.毎

日健康のためにハチミツを食べることはよいこ

とでしょう.

ろうそく

王宮プロジェクトにはろうそく工場が設置さ

れています (図6).25年前にできたもので,

国王陛下と並んでいる大きなろうそくなどを作

っています (図6左上).このろうそくはパラ

フィンなどを使わず蜂ろうだけで作られてお

り,王宮行事やお寺で仏様をあがめるのに年間

200,000本が生産されます.生産されたろう

そくは王宮が後見人となっているお寺に送られ

て使われます.また,ウボンラチャタニーで開

かれるろうそく祭りでも使われています.これ

だけのろうそくを作るためには年間数 tの蜂ろ

うが必要です.

王宮ろうそく工場は,雨季の後に行われるお

寺の行事 (三宝節,陰暦8月の満月の日に行わ

れる)向けに国王と王妃が寄贈するろうそくを

作っています.この製造工程は年々改良が加え

られています.

仏像を作るときに,流し型を作るために蜂ろ

うを使うので,宗教行事においてろうそくを使

うことは.千年以上前に一般化したと考えられ

ています.

タイの三ツバチ

次いでタイのミツバチの多様性について述べ

ます.世界のミツバチ9種のうち,タイには5

種のミツバチがいます.タイの人々はハチミツ

だけではなく,梅谷先生の話にもあったよう
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にオオミツバチApl'sdorsalaとコミツバチA･

noreaの蜂児も食べます.図7はトウヨウミツ

バチApjsceranaです.導入種のセイヨウミツ

バチも飼われています (図7左上).中央の女

性は玉川大学で学位を取ったスリラット･デオ

ワニツさん (現チュラロンコーン大学教員)で,

トウヨウミツバチの女王蜂を人工的に増やして

いるところです.トウヨウミツバチを飼うこと

はタイでは何百年かにわたって行われていま

す.中でもサムイ島は代表的な場所で,今でも

伝統的な養蜂を見ることができます

コミツバチに較べるとク口コミツバチA.

andrenl'Formjsは色が黒く,少し小さいミツバ

チです (図8,9).このク口コミツバチは私が

研究している蜂です.このミツバチを見つける

のはだんだん難しくなっています.その主な原

因は乱獲や森林破壊ですので,王宮プロジェク

トはこの点もあって森林保護を含めたミツバチ

のプロジェクトを継続しているわけです.

図 10,11はオオミツバチです.数えてみた

ところ,108の巣が一本の木についていまし

た.この木に登ってハチミツを採ることができ

ます.またミツバチが飛去して使われなくなっ

た巣の煙ろうは王宮に送られ,ろうそくの原料

として使われます.

図 12はタイ語で書かれた本と英語で書かれ

た私たちのミツバチ研究を記した本です.今,

新しいアジアのミツバチの本を作っていて,冬

にはアメリカから出版される予定です,

最後に,松香先生と小田さんに感謝申し上げ,

私の講演を終わります.

(SiriwatWongslri:BeeBiologyResearchUniL

ChulalongkornUniveristy.Bangokok.10330

Thalland)

*図 5および6はチットラダ王宮プロジェクトのホー

ムページのイメージ (講演で使用)


